
CS-12M 方式 

NTT と協力して、1967 年（昭和 42）ごろから海底中継器用高信頼度部品なども含め、CS-

36M 方式と可能なかぎり技術を共有する CS-12M 方式（伝送帯域 12MHz、1,600 回線、

3kHz、方式長 7,000 ㎞、最大適用水深 8,000m）の開発を行った。なお、給電方式として最

大電圧 6,000V、電流 100mA の直流定電流給電方式が 72年に開発された。CS-12M方式は、

ケーブルの伝送特性が変化する温度変動の大きい浅海での使用を考えていたので、温度可

変利得中継器の開発も行った。 
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